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概要

この章では次の項目について説明します。

■ LiveUpdate について

■ LiveUpdate ク ラ イアン トの働き

■ LiveUpdate 管理ユーティ リ テ ィの働き

■ LiveUpdate のアップグレード

■ LiveUpdate 管理ユーティ リ テ ィ と LiveUpdate ク ライアン トの互換性

■ LiveUpdate イン ト ラネッ トサーバーのセッ ト アップ

LiveUpdate について
LiveUpdate はコンピュータにインス トール済みのシマンテッ ク製品やウ
イルス定義ファイルを更新するシマンテッ ク社の技術です。LiveUpdateは
HTTP サイ ト または FTP サイ トに接続するこ とによってシマンテッ ク社
のサーバーに自動的に接続し、 そこから更新済みファ イルをダウンロー
ド します。 ウ イルス定義とプログラムの更新ファ イルをダウンロードす
るには有料購読が必要ですが、 多くの企業向けの契約には更新権が付属
しています。

シマンテッ ク社は企業環境に特有の次の問題を解決するために企業内で
使う LiveUpdate 管理ユーティ リ ティ （LuAdmin） を開発しました。

■ セキュ リ ティ

LiveUpdate はシマンテッ ク社のサーバーへの FTP 接続または HTTP
接続を確立し ます。 場合によ っては、 この実装のためにフ ァ イア
ウォールソフ ト ウェアを修正する必要があ り ます。

■ ネッ ト ワーク ト ラフ ィ ッ ク

多くのユーザーがネッ ト ワーク外に頻繁に接続する と ト ラフ ィ ッ ク
の問題が起きます。管理者が社内のサーバーを設定してユーザーがそ
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LiveUpdate クライアン トの働き
こから更新ファ イルをダウンロードすればト ラフ ィ ッ クを緩和でき
ます。

■ 管理

管理者はユーザーが利用できる更新ファイルについて管理しません。

このマニュアルでは、 LiveUpdate の働き と環境に合わせてど う設定でき
るかについて説明します。

LiveUpdate クライアン トの働き
起動する と LiveUpdate はコンピュータに登録済みのシマンテッ ク製品の
リ ス ト を表示して、 更新する製品のバージ ョ ン と言語を設定します。 次
に LiveUpdate は必要な更新ファイルの種類と更新を適用する順序を決定
します。

続いて LiveUpdate は LiveUpdate サーバーを見つけて接続します。 この
サーバーは社外のシマンテッ ク社のサーバーであるか LiveUpdate 管理
ユーテ ィ リ テ ィ を使って管理者がセッ ト アップした社内サーバーです。
LiveUpdate は Livetri.zip という名前の ZIP ファ イルをダウンロード して圧
縮解除します。 次に更新ファ イルが必要であるかど うかの確認のために
Livetri.zipの中の情報（Liveupdt.tri）を調べます (図1-1 を参照 )。LiveUpdate
は更新ファイルがある と判断する とダウンロード して適用します。

図 1-1 LiveUpdate の製品検索ウィンドウ
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LiveUpdate クライアン トの働き
バージ ョ ン 1.6x 以降の LiveUpdate は最も近い社外の LiveUpdate ホス ト
サーバーから更新ファ イルをダウンロードできます。 この結果、 一般に
ダウンロード時間が短くな り ます。 失敗する場合、 LiveUpdate はシマン
テッ ク社の LiveUpdate サーバーの 1 つを自動的に使います。

バージ ョ ン 1.7x の LiveUpdate は追加の認証とエラーチェ ッ クを実行しま
す。説明の警告とエラーメ ッセージがLiveUpdateの障害の ト ラブルシュー
ティングを支援します。

p.5-10の「LiveUpdate 1.7パッケージの認証について」を参照してください。

LiveUpdate クライアン トに関係するファイル

LiveUpdate ク ライアン トの働きに関係するファ イルを表 1-1 に示します。

表 1-1 LiveUpdate クライアン トに関係するファイル

ファイル 説明

Settings.Default.LiveUpdate LiveUpdate ク ライアン トの最初のデフォルト設
定が入ったバッ クアップファ イル。 これは参照
用のみのファイルです。

AUPDATE.EXE 自動 LiveUpdate 実行可能ファイル。 このプログ
ラムは製品またはウイルス定義の更新ファ イル
を自動的に取り込むために使われます。

LSETUP.EXE LiveUpdate カス タ ム インス ト ーラアプ リ ケー
シ ョ ン。

LUALL.EXE すべての製品UI を表示する メ インの LiveUpdate
実行可能ファ イル。 このファ イルはコマンド ラ
インから実行できます。

LUALL.HLP LiveUpdate ヘルプファイル。

LuComServer.EXE LiveUpdate エンジンファイル。

LuComServerPS.DLL LiveUpdate エンジンファイル。

ludirloc.dat LiveUpdate 設定ファイルの最初の場所を格納す
る設定ファイル。 このファ イルは LiveUpdate 設
定 フ ァ イ ル を 見つけ ら れ な い場合に後で
LiveUpdate が参照するこ とがあ り ます。

LUINFO.INF LiveUpdate でインス トールされるファ イルのリ
ス ト。 このファ イルは LiveUpdate インス トーラ
が使います。

LUInit.exe LiveUpdate インス トーラファ イル。
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LiveUpdate クライアン トの働き
LiveUpdate クライアン トに関係するファイルの場所

バージ ョ ン 1.6x と 1.7x の LiveUpdate ク ラ イアン トの場合、設定は読み取
り 専用フ ァ イル と し て LiveUpdate データ フ ォルダに格納されます。
LiveUpdate データフォルダの場所はオペレーティングシステムによって
次のよ うに変わり ます。

■ （アップグレードではなく新規インス トールの） Windows 2000 の場合
は次の場所です。

C:\Documents And Settings\All Users\Application Data\Symantec

■ Windows 9x/Me の場合は次の場所です。

C:\Windows\All Users\Application Data\Symantec

■ Windows NT 4.0 の場合は次の場所です。

C:\WinNT\Profiles\All Users\Application Data\Symantec

LUInit.ini LiveUpdate インス トーラファ イル。

LUINSDLL.DLL LiveUpdate インス トーラファ イル。

NDETECT.EXE 自動LiveUpdate実行可能ファイル。インターネッ
ト接続の存在を決定するために使われます。

NetDetectController.DLL 自動 LiveUpdate 実行可能ファイル。

ProductRegCom.DLL LiveUpdate エンジンファイル。

README.TXT 最新の拡張機能、バグ修正、既知の問題など、更
新された製品情報のテキス ト ファ イル。

S32LIVE1.DLL LiveUpdate エンジンファイル。

S32LUCP1.CPL LiveUpdate 制御パネルファイル。

S32LUIS1.DLL LiveUpdate エンジンファイル。

S32LUWI1.DLL LiveUpdate エンジンファイル。

SymantecRootInstaller.exe シマンテッ ク社のルート認証のコピーを、 イン
タ ーネ ッ ト エ ク ス プ ロ ー ラ が使 う 予定の
Microsoft 社の認証ス ト アにインス トールするプ
ログラム。

表 1-1 LiveUpdate クライアン トに関係するファイル

ファイル 説明
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LiveUpdate 管理ユーテ ィ リテ ィの働き
必要に応じてフォルダとパスはインス トール中に作成されます。 ただ
し、 Application Data フォルダがインス トール時に存在する場合には
Shfolder.dll で指定される場所が使われます。

メモ : 異なるバージ ョ ンからオペレーティングシステムをアップグレー
ド した場合、 正しいフォルダは以前のオペレーティングシステムの場所
になるこ とがあ り ます。

Shfolder.dll はインターネッ トエクスプローラ 5.0 以上で配布され、 この
ファ イルをインス トールする再配布可能な Microsoft 更新プログラムが
LiveUpdate のインス トールに含まれます。

LiveUpdate のプログラムファ イルは次の場所に格納されます。

Program Files\Symantec\LiveUpdate

LiveUpdate クライアン トの設定ファイル

バージ ョ ン 1.6x 以降の LiveUpdate ク ラ イアン トの設定情報は次のファイ
ルにあ り ます。

■ Product.Catalog.LiveUpdate

■ Log.LiveUpdate

■ Settings.LiveUpdate

これらのファ イルの場所は p.1-4 の 「LiveUpdate ク ラ イアン トに関係す
るファ イルの場所」 で説明した Application Data\Symantec
\LiveUpdate フォルダです。 これらのファ イルの情報はメモ帳などのテ
キス トエディ タで表示して編集できます。

p.5-1 の 「LiveUpdate ク ラ イアン トの設定ファイルの使い方」 を参照して
ください。

LiveUpdate 管理ユーティ リテ ィの働き
管理者は LiveUpdate 管理ユーティ リ ティ （LuAdmin） を使ってイン ト ラ
ネッ トのHTTPサーバーかFTPサーバーを確立するか標準のファイルサー
バーにディ レク ト リ を用意してネッ ト ワークのための LiveUpdate の動作
を制御できます。 社内のサーバーに接続しているユーザーは社外のシマ
ンテッ ク社のサーバーに接続しな くてもそこから更新ファ イルを取り込
めます。 社内ネッ ト ワークの LiveUpdate サーバーにユーザーが接続する
よ うにして、 管理者はネッ ト ワーク ト ラフ ィ ッ クを減ら し、 転送速度を
速め、 そしてそれぞれのク ラ イアン ト に送信されるウイルス定義の更新
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LiveUpdate 管理ユーテ ィ リテ ィの働き
ファ イルのサイズを制限できます。LiveUpdate管理ユーティ リ ティはネッ
ト ワークに Windows NT コンピュータがない場合または Windows NT コン
ピュータがインターネッ トに接続していない場合にも役立ちます。

メモ : Windows NTのサーバーやワークステーシ ョ ン用には安易にUNCパ
スを使わないでください。 スケジュール設定ユーティ リ ティ を使う場合、
すべてのユーザーがアクセスの権限を確認できるNTサーバー上の共有リ
ソース （NULL シェア）の中に LiveUpdate ファ イルがない限り LiveUpdate
は UNC パスに接続できません。

LiveUpdate 1.6x と 1.7x でダウンロード とセキュ リ ティの拡張機能を使う
にはバージ ョ ン 1.5.3.21 以降の LiveUpdate 管理ユーティ リ ティ を使う必
要があ り ます。 最新版の LuAdmin とサポートマニュアルを一緒にシマン
テッ ク社の次の Web サイ トからダウンロードできます。

http://www.symantec.com/region/jp/support/download.html

LiveUpdate 管理ユーティ リテ ィに関係するファイル

LiveUpdate 管理ユーティ リ ティの働きに関係するファ イルを表 1-2 に示
します。

表 1-2 LiveUpdate 管理ユーティ リテ ィに関係するファイル

ファイル 説明

401comup.exe LuAdmin.exe に必要な共通コン ト ロール
（Comctl32.dll） の更新ファイル。 LuAdmin イン
ス トーラはこの更新ファイルが必要かど うかを
検出します。 インス トーラが実行可能ファイル
を LiveUpdate 管理インス トールフォルダにコ
ピーします。 インス トールは管理者が手動です
る必要があ り ます。

ISLUA.DLL カスタムインス トールとアンインス トールのラ
イブラ リ。

lua1d5.rtf LiveUpdate 管理ユーティ リ ティプログラムの最
新リ リースの新機能の説明が載っている書式付
きテキス ト ファ イル。

LuAdmin.exe  LiveUpdate 管理ユーティ リ ティプログラム。

luadmin.hst 更新パッケージをダウンロードするためのホス
ト ファ イル。
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LiveUpdate 管理ユーテ ィ リテ ィの働き
Lualog.xml 取り込み処理、 カスタム更新のマージ、 ホス ト
ファ イルの暗号化 / 解読などのイベン トのメ ッ
セージを記録するファイル。 バッ クグラウンド
とユーザーモードの両方のアプリ ケーシ ョ ンの
実行を記録します。 このファイルの内容は
LiveUpdate 管理ユーティ リ ティのログファ イル
ビューアで表示できます。

luaupdat.exe LiveUpdate 管理ユーティ リ ティによって実行さ
れます。 実行される と LiveUpdate 管理ユーティ
リ ティ を終了し、 LiveUpdate を起動後、 再度
LiveUpdate 管理ユーティ リ ティ を起動します。
この処理によ り コンピュータの再起動は必要な
くな り ます。

products.xml 更新の取り込みウ ィンド ウで選択した製品の動
的な リ ス ト を格納するファイル。 複数の製品ラ
インについて複数の言語を選択できるだけでな
く、 それらの製品ラインの中で特定の言語用の
特定の製品を選択できます。 シマンテッ ク社の
サーバーから LiveUpdate 管理ユーティ リ ティが
ダウンロードを実行するたびに必要に応じて製
品リ ス トが更新されます。 指定した LiveUpdate
管理ユーティ リ ティの設定オプシ ョ ンも格納し
ます。 このファ イルの内容は LiveUpdate 管理
ユーティ リ ティのログファ イルビューアで表示
できます。

README.TXT マニュアルに載っていない LiveUpdate 管理ユー
ティ リ ティの最新情報や技術上の問題を説明す
るテキス ト ファ イル。

S32luhl1.dll FTP サーバーの代わりに UNC パスを使う場合に
のみワークステーシ ョ ンに配布するファイル。

SAMPLE.HST ワークステーシ ョ ン用にカスタマイズするホス
ト ファ イル。

SilntLuA.exe LiveUpdate 管理のサイレン ト実行プログラム。

p.3-9 の 「LiveUpdate 管理ユーティ リ ティのサイ
レン ト実行によるパッケージの取り込み」を参照
して ください。

SYMZIP.DLL LiveUpdate ZIP エンジン / 圧縮ライブラ リ。

表 1-2 LiveUpdate 管理ユーティ リテ ィに関係するファイル

ファイル 説明
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LiveUpdate 管理ユーテ ィ リテ ィ と LiveUpdate クライアン トの互換性
デフォルトでは LiveUpdate 管理ユーティ リ ティは Program 
Files\LiveUpdate Administration フォルダにインス トールされます。

LiveUpdate のアップグレード
バージ ョ ンが 1.6x よ り も前の LiveUpdate の場合、 設定はレジス ト リに
格納されます。 LiveUpdate 1.6 以降を以前のバージ ョ ンの LiveUpdate に
上書きインス トールした場合、 レジス ト リの設定は Settings.LiveUpdate
ファ イルと Product.Catalog.LiveUpdate ファ イルに移動します。
HKLM\Software\Symantec\LiveUpdate の下の設定は Settings.LiveUpdate
ファ イルの値に変換されますが、 登録済みのシマンテッ ク製品とパッチ
に関する情報は例外です。 この情報は Product.Catalog.LiveUpdate ファ イ
ルに移動します。

以前から残っているホス ト ファ イル Liveupdt.hst は Settings.LiveUpdate
ファ イルの HOSTS\ プロパティ ツ リーに変換されます。 この変換の前に
Liveupdt.hst フ ァ イルの内容が以前のホス ト 情報を置き換える よ う に
HOSTS\ プロパティ ツ リーは削除されます。 変換後、 Liveupdt.hst ファ イ
ルは削除されます。

LiveUpdate 管理ユーティ リテ ィ と LiveUpdate クライ
アン トの互換性

LiveUpdate 1.6x 以降では設定ファイルの場所が変更されたため
LiveUpdate ク ラ イアン ト コンピュータを管理する場合には正しいバー
ジ ョ ンの LiveUpdate 管理ユーティ リ ティを使う こ とが重要です。 組み合
わせて使える LiveUpdate 管理ユーティ リ ティ （LuAdmin） と LiveUpdate
ク ラ イアン トのバージ ョ ンの一覧を表 1-3 に示します。

Uninst.isu LiveUpdate 管理ユーティ リ ティ をアンインス
トールするためのファイル。

表 1-2 LiveUpdate 管理ユーティ リテ ィに関係するファイル

ファイル 説明

表 1-3 LiveUpdate のバージョ ンと互換性

LiveUpdate クライアン ト LiveUpdate 管理ユーティ リテ ィ

LiveUpdate 1.5x LuAdmin 1.5x

LiveUpdate 1.6x LuAdmin 1.5.3.18 以降
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LiveUpdate イン ト ラネッ トサーバーのセッ トアップ
LiveUpdate ク ラ イアン ト 1.7の強化されたセキュ リ ティ機能をフル活用す
るにはバージ ョ ン 1.5.3.21 以降の LuAdmin を使う必要があ り ます。

LiveUpdate イン ト ラネッ トサーバーのセッ トアップ
LiveUpdate イン ト ラネッ トサーバーをセッ ト アップするために管理者は
次のタスクを完了する必要があ り ます。

■ LiveUpdate 管理ユーティ リ テ ィをインス トールして実行します。

p.2-1 の 「LiveUpdate 管理ユーティ リ ティのインス トールと実行」 を
参照して ください。

■ ダウンロードする言語と製品を選択し、ダウンロードフォルダを指定
します。

p.2-2 の 「ダウンロードオプシ ョ ンの設定」 を参照して ください。

■ カスタムホス ト ファ イル （Liveupdt.hst） を作成します。 カスタムホ
ス ト ファ イルは LiveUpdate 管理ユーティ リ ティ （LuAdmin） を使って
ク ライアン ト コンピュータを社内サーバーに方向付けます。 p.3-1 の
「ク ライアン ト ワークステーシ ョ ン用 LiveUpdate ホス ト ファ イルの作
成」 を参照して ください。

■ 任意の配布ツールを使って LiveUpdate 機能を使うすべてのワークス
テーシ ョ ンにホス ト ファ イル （Liveupdt.hst） を配布します。

■ LiveUpdate 管理ユーティ リ テ ィ （LuAdmin） を使ってシマンテッ ク社
のサイ トから更新パッケージを社内サーバーにダウンロード します。

p.2-4 の 「更新パッケージの取り込み」 と p.3-9 の 「LiveUpdate 管理
ユーティ リ ティのサイレン ト実行によるパッケージの取り込み」を参
照して ください。

LiveUpdate 1.7x LuAdmin 1.5.3.21 以降

表 1-3 LiveUpdate のバージョ ンと互換性

LiveUpdate クライアン ト LiveUpdate 管理ユーティ リテ ィ





2

LiveUpdate 管理ユーティ
リテ ィのインストール

この章では次の項目について説明します。

■ LiveUpdate 管理ユーティ リ テ ィのインス トールと実行

■ 更新の取り込み処理について

■ ダウンロードオプシ ョ ンの設定

■ 更新パッケージの取り込み

■ ダウンロードの中断と再開の処理

LiveUpdate管理ユーティ リティのインストールと実行
LiveUpdate 管理ユーティ リ テ ィは自己解凍型の圧縮アーカイブ
（Luau.exe） で多くのシマンテッ ク製品に付属しています。 最新版の
LiveUpdate 管理ユーティ リ テ ィのインス トールファイルをシマンテッ ク
社の次の Web サイ トからダウンロードするこ と もできます。

http://www.symantec.com/region/jp/support/download.html

LiveUpdate 管理ユーティ リテ ィ をインス トールするには

◆ Luau.exe を起動してから画面の指示に従って操作します。

LiveUpdate 管理ユーティ リテ ィ を実行するには

◆ Windows スタート メニューで［プログラム (P)］、［LiveUpdate 管理ユー
ティ リ ティ］、 ［LiveUpdate 管理ユーティ リ ティ］ の順に選択します。
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ダウンロードオプシ ョ ンの設定
更新の取り込み処理について
更新の取り込みウ ィ ン ド ウに表示される製品の リ ス トは製品リ ス トから
動的に生成されます。 この リ ス トはダウンロードセッシ ョ ンの終わり ご
とにシマンテッ ク社の LiveUpdate サーバーから自動的にダウンロード さ
れます。 これは更新ファイルの取り込みの有無にかかわらず起きます。

更新の取り込み処理中に次のよ う な一連のイベン トが起きます。

■ 一時的なダウンロードフォルダが作成されます。

■ 選択された製品に対して利用可能な更新ファ イルが取り込まれ一時
的なダウンロードフォルダに格納されます。

■ インデッ クスファ イルが更新されます。非互換の更新ファ イルがある
と削除されます。

■ ダウンロード したすべての製品の更新ファ イルと更新済みインデッ
ク スファ イルが一時的なダウンロードフォルダから指定されたダウ
ンロードフォルダに移動します。

■ 製品リ ス トが更新されます。

■ カスタム更新データがマージされます。

■ デフォル ト では、 インデッ ク スファ イルの中のダウンロード されな
かったすべての更新ファイルが削除されます。

■ ユーティ リ ティが自己の更新ファイルの有無を調べます。

ダウンロードオプシ ョ ンの設定
ダウンロードオプシ ョ ンを設定するには LiveUpdate 管理ユーティ リ ティ
を実行して、 更新ファ イルを入手したい製品と言語を選択します。 ダウ
ンロードフォルダを指定する必要もあ り ます。 ダウンロードフォルダは
更新パッケージとサポート ファ イルのダウンロードが正常に完了した時
点でファ イルが格納される場所です。 シマンテッ ク社からダウンロード
されたファ イルはまず最初に LiveUpdate 管理ユーティ リ ティが作成する
一時フォルダに入り、 完全にダウンロードが終わる と指定されたダウン
ロードフォルダに移動します。

ダウンロードオプシ ョ ンを設定するには

1 LiveUpdate 管理ユーティ リ テ ィを実行します。
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ダウンロードオプシ ョ ンの設定
2 左ペインで ［更新の取り込み］ をク リ ッ ク します。

3 ［更新ファ イルの言語 (L)］ リ ス ト でダウンロード したいパッケージの
言語にチェ ッ クマークを付けます。

メモ : 日本版のパッケージをダウンロードする場合には ［更新ファイ
ルの言語 (L)］ リ ス ト で ［Japanese］ を選択します。 NEC コンピュー
タのユーザーは ［Japanese (AT)］ と ［Japanese (NEC/PC98)］ の両方
のパッケージをダウンロードする必要があ り ます。

4 ［シマンテック製品ライン (P)］ リ ス トで次のいずれかの操作をします。

■ 更新ファ イルが必要なシマンテッ ク製品ラ インにチェ ッ クマー
クを付けます。

LiveUpdateを使う インス トール済みのすべてのシマンテッ ク製品
はイン ト ラネッ トサーバーに届く よ うになっているので、個々の
製品ではなく完全な製品ラインをダウンロード して ください。

■ 個々の製品コンポーネン ト を選択するために ［シマンテッ ク製品
ライン (P)］ リ ス ト で該当するチェッ クボッ クスにチェッ クマー
クを付けてから ［詳細 (D)］ をク リ ッ ク し、表示される ［更新ファ
イルの言語 (L)］ と ［< 製品ライン > 製品 (P)］ の両方のリ ス トで
チェ ッ クボッ クスにチェ ッ クマークを付けます。

製品ラ インではな く個々の製品コンポーネン ト をダウンロード
する という選択をする と、他の利用可能な更新ファイルを入手で
きないこ とがあ り ます。たとえば、AntiVirus 製品用の新しいウイ
ルス定義フ ァ イルに必要なエンジン もシマンテ ッ ク社のサー
バーに用意されて利用できるよ うになっている場合があ り ます。
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ダウンロードの中断と再開の処理
5 ［ダウンロードフォルダ (W)］ で次のいずれかの操作をします。

■ 更新ファイルをダウンロードしたいフォルダのパスを入力します。

■ ［参照 (B)］ をク リ ッ ク して希望するダウンロードフォルダを見つ
けます。

ダウンロードフォルダにはサーバー上の任意のフォルダまたは FTP
サーバーか HTTP サーバーの上のフォルダを指定できます。

ダウンロードパッケージのほかに LiveUpdate 管理ユーティ リ ティは
Symtri.zip、 Livetri.zip、 Symtri16.zip とい う インデッ クスファ イルと
Products.xml をダウンロード します。 これらのファ イルは異なるバー
ジ ョ ンの LiveUpdate に必要です。

更新パッケージの取り込み
製品の更新ファ イルを選択してダウンロードフォルダを指定した後は更
新パッケージの取り込みができます。

更新パッケージを取り込むには

1 LiveUpdate 管理ユーティ リ テ ィを実行します。

2 左ペインで ［更新の取り込み］ をク リ ッ ク します。

3 更新パッケージのダウンロードを開始するために ［取り込み (R)］ を
ク リ ッ ク します。

4 画面の指示に従って操作します。

メモ : 選択されたパッケージの一部のファイルをLiveUpdate管理ユーティ
リ テ ィが正常にダウンロードできない場合、 ダウンロード フォルダに
パッケージは 1 つも入り ません。 ダウンロードの活動について詳し くは
ログファ イルを参照して ください。

ダウンロードの中断と再開の処理
LiveUpdate 管理ユーティ リ テ ィはダウンロードの中断を認識します。 ダ
ウンロードの再開時にはアプ リ ケーシ ョ ンの設定に変更がなかったと想
定する と LiveUpdate 管理ユーティ リ ティは中断した場所から再開し、 両
方のセッシ ョ ンでダウンロード したパッケージを統合します。

ダウンロードが中断した場合にアプ リ ケーシ ョ ンの設定 （製品または言
語など） に修正を加える と LiveUpdate 管理ユーティ リ ティは前回の中断
したセッシ ョ ンからキャ ッシュした不完全なダウンロードデータが現在
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ダウンロードの中断と再開の処理
のセッシ ョ ンの一部である と想定します。 これを避けるには、 同じアプ
リ ケーシ ョ ン設定で再開するかキャ ッシュ した不完全なダウンロード
データをProgram Files\LiveUpdate Administration\TEMPフォルダから削除
する必要があ り ます。
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LiveUpdate 管理ユーティ
リテ ィの使い方

この章では次の項目について説明します。

■ ク ラ イアン ト ワークステーシ ョ ン用 LiveUpdate ホス ト ファ イルの
作成

■ LiveUpdate の UNC サポート （LAN 転送） の設定

■ LiveUpdate の UNC サポートの実装

■ 所在地による TCP/IP

■ すべての接続オプシ ョ ンを利用可能にする設定

■ LiveUpdate 管理ユーティ リ テ ィのサイレン ト実行によるパッケージ
の取り込み

■ LiveUpdate 管理ユーティ リ テ ィの更新

■ LiveUpdate ク ラ イアン トの更新

■ カスタム LiveUpdate パッケージの使い方

■ LiveUpdate 管理ユーティ リ テ ィのログファ イルの使い方

クライアン トワークステーシ ョ ン用LiveUpdateホス
ト ファイルの作成

Liveupdt.hst はクライアン ト ワークステーシ ョ ン上で LiveUpdate の動作
を制御するホス ト ファ イルです。 Liveupdt.hst の場所はクライアン トに
インス トールされている LiveUpdate のバージ ョ ンによって異な り ます。
バージ ョ ンが 1.6x よ り前の LiveUpdate の場合、 Liveupdt.hst ファ イルは
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クライアン トワークステーシ ョ ン用 LiveUpdate ホス ト ファイルの作成
C:\Program Files\Symantec\LiveUpdate にあ り ます。 1.6x 以降の
LiveUpdate の場合、 Liveupdt.hst ファ イルは読み取り後に削除されます。

ワークステーシ ョ ン上の既存の Liveupdt.hst を置換するために社内サー
バーを指す新しいファイルを作成する必要があ り ます。

LiveUpdate ホス ト ファイルの作成

ホス ト ファ イル内では次の 3 種類のホス ト を作成できます。

■ FTP （社内の FTP サーバーを使う場合）

■ HTTP （社内の HTTP サーバーを使う場合）

■ LAN （絶対パス付きで UNC フォルダまたは DOS ド ライブを使う場合）

メモ : バージ ョ ンが 1.6x よ り前の LiveUpdate で HTTP と FTP の両方をサ
ポートする場合にはホス ト ファ イル内のホス ト エン ト リの順序が重要で
す。 これらの 2 つのホス トの種類のう ち最初に指定した方がデフォルト
の接続の種類になり ます。

FTP 用の LiveUpdate ホスト ファイルを作成するには

1 LiveUpdate 管理ユーティ リ テ ィを実行します。

2 左ペインで ［ホス ト ファ イルエディ タ］ をク リ ッ ク します。

3 ファ イルメニューで ［開く (O)］ を選択します。

4 現在のフォルダにある SAMPLE.HST をダブルク リ ッ ク します。
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クライアン トワークステーシ ョ ン用 LiveUpdate ホス ト ファイルの作成
5 ［説明 (P)］ で次の操作をします。

■ ユーザーが社内サーバーに接続する と きに表示したい名前を ［名
前］ に入力します。

■ サーバーが置いてある国を ［国 / 地域］ に入力します。

6 ［ログイン (L)］ で次の操作をします。

■ FTP サーバーのユーザー名を ［名前］ に入力します。

すべてのユーザーが同じ名前を使います。

■ 指定したユーザー名のためのパスワードを ［パスワード］ に入力
します。

7 ［接続 (C)］ で次の操作をします。

■ サーバーの IP アドレスまたは URL を ［URL または IP アド レス］
に入力します。

■ ［種類］ で ［FTP］ を選択します。

■ ［サブネッ ト ］ と ［サブネッ トマスク］に 0.0.0.0 と入力します。

詳し くは p.3-7 の 「所在地による TCP/IP」 参照して ください。

8 次のいずれかを選択します。

■ ［32 ビッ ト (3)］

デフォルトで選択されています。32 ビッ ト版をインス トールする
と LiveUpdate フォルダの中の DLL ファ イルの名前は S32 で始ま
り ます。

■ ［16 ビッ ト (1)］

16 ビッ ト版 LiveUpdate ク ラ イアン ト用のホス ト ファ イルを作成
する場合には［16ビッ ト (1)］を選択します。16ビッ ト版LiveUpdate
をインス トールする と LiveUpdate フォルダの中の DLL ファ イル
の名前は S16 で始ま り ます。

16 ビッ ト と 32 ビッ トのホス ト ファ イルに互換性はあ り ません。

9 ファ イルメニューで ［名前を付けて保存 (A)］ を選択します。

10 カスタマイズしたファ イルを Liveupdt.hst と して保存します。

HTTP 用の LiveUpdate ホスト ファイルを作成するには

1 LiveUpdate 管理ユーティ リ テ ィを実行します。

2 左ペインで ［ホス ト ファ イルエディ タ］ をク リ ッ ク します。

3 ファ イルメニューで ［開く (O)］ を選択します。
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クライアン トワークステーシ ョ ン用 LiveUpdate ホス ト ファイルの作成
4 現在のフォルダにある SAMPLE.HST をダブルク リ ッ ク します。

デフォルトでは ［32 ビッ ト (3)］ が選択されています。 HTTP ベース
のホス トは 16 ビッ ト ク ラ イアン トでは利用できません。 ［16 ビッ ト
(1)］ を選択した場合にはユーティ リ ティ を使ってホス ト を FTP ホス
トに変換できます。 ［はい］ をク リ ッ クする とホス ト を見直し必要に
応じて修正する必要があ り ます。

5 ［説明 (P)］ で次の操作をします。

■ ユーザーが社内サーバーに接続する と きに表示したい名前を ［名
前］ に入力します。

■ サーバーが置いてある国を ［国 / 地域］ に入力します。

6 ［ログイン (L)］ で次の操作をします。

■ HTTP サーバーのユーザー名を ［名前］ に入力します。

すべてのユーザーが同じ名前を使います。

■ 指定したユーザー名のためのパスワードを ［パスワード］ に入力
します。

7 ［接続 (C)］ で次の操作をします。

■ サーバーの IP アドレスまたは URL を ［URL または IP アド レス］
に入力します。

■ ［種類］ で ［HTTP］ を選択します。

■ ［サブネッ ト ］ と ［サブネッ トマスク］に 0.0.0.0 と入力します。

詳し くは p.3-7 の 「所在地による TCP/IP」 を参照して ください。

8 ファ イルメニューで ［名前を付けて保存 (A)］ を選択します。

9 カスタマイズしたファ イルを Liveupdt.hst と して保存します。

UNC フォルダ用の LiveUpdate ホスト ファイルを作成するには

1 LiveUpdate 管理ユーティ リ テ ィを実行します。

2 左ペインで ［ホス ト ファ イルエディ タ］ をク リ ッ ク します。

3 ファ イルメニューで ［開く (O)］ を選択します。

4 現在のフォルダにある SAMPLE.HST をダブルク リ ッ ク します。

デフォルトでは ［32 ビッ ト (3)］ が選択されています。 LAN ベースの
ホス トは 16 ビッ ト ク ラ イアン トでは利用できません。

5 ［説明 (P)］ で次の操作をします。

■ ユーザーが社内サーバーに接続する と きに表示したい名前を ［名
前］ に入力します。

■ サーバーが置いてある国を ［国 / 地域］ に入力します。
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LiveUpdate の UNC サポート （LAN 転送） の設定
6 ［ログイン (L)］ で次の操作をします。

■ サーバーへのアクセス権のあるユーザーのユーザー名を ［名前］
に入力します。

このフ ィールドを空白のままにした場合、LiveUpdate はシステム
にログインしたユーザーのユーザー名を使って接続を試みます。

■ ユーザー名に対応するパスワードを ［パスワード］に入力します。

このフ ィールドを空白のままにした場合、LiveUpdate はシステム
にログインしたユーザーのパスワードを使います。

7 ［接続 (C)］ で次の操作をします。

■ ［種類］ で ［LAN］ を選択します。

■ LiveUpdateパッケージが入っているサーバーフォルダの絶対パス
付きでUNCパスまたはDOS ド ラ イブを［フォルダ］に入力します。

8 ファ イルメニューで ［名前を付けて保存 (A)］ を選択します。

9 カスタマイズしたファ イルを Liveupdt.hst と して保存します。

メモ : モデムサポートは LiveUpdate から削除されました。 ただし、 ユー
ザーインターフェースにそのオプシ ョ ンはまだ残っています。

LiveUpdate の UNC サポート （LAN 転送） の設定
LiveUpdate は HTTP サーバーまたは FTP サーバーを必要と しないで UNC
サポート による社内サーバーからのパッケージのダウンロードをサポー
ト します。 UNC サポートは次の 2 つの要素で構成されます。

■ UNC ダウンロードをサポートする LiveUpdate DLL （S32luhl1.dll）

この DLL は LiveUpdate ク ラ イアン トのバージ ョ ンが 1.6x よ り古い場
合のみ必要です。

■ 社内サーバーを指すよ うに LiveUpdate 管理ユーティ リ ティで作成し
たカスタムホス ト ファ イル

デフォルトではUNC DLLが存在すればそれが排他的な転送機構になり ま
す。 これによ り、 UNC パスを使う方がいいと管理者が判断した場合には
ユーザーは FTP を使えなくな り ます。

Windows 95/98/NT 4.0 では LiveUpdate 1.4x 以降に LiveUpdate ウ ィザード
の接続オプシ ョ ンの 1つと して［ネッ ト ワーク］を含めるこ とができます。
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LiveUpdate の UNC サポートの実装
［ネッ トワーク］ を接続オプシ ョ ンにするには

◆ 次のレジス ト リに All Transports Available とい う名前のエン ト リ （種
類は DWORD） を追加します。

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Symantec\LiveUpdate\Preference

このエン ト リ を 0 以外にしたと きに LiveUpdate フォルダに S32luhl1.dll が
存在する と、 ［ネッ ト ワーク］ が接続オプシ ョ ンと して利用可能です。

たとえば、 この機能を使って社内の UNC パスのエン ト リ とシマンテッ ク
社の FTP サーバーや HTTP サーバーのエン ト リ をホス ト ファ イルに入れ
る こ とができます。 これはラ ップ ト ップユーザーにとって理想的な設定
です。

メモ : UNC サポートは 32 ビッ ト版 LiveUpdate でのみ利用可能です。UNC
の代わりに絶対パス付きで DOS ド ラ イブを指定するこ と もできます。

LiveUpdate の UNC サポートの実装
ホス ト ファ イルを作成したらそのホス ト ファ イルと UNC DLL
（S32luhl1.dll） をク ラ イアン ト コンピュータ上の LiveUpdate フォルダに
コピーします。 デフォルトの LiveUpdate フォルダは \Program 
Files\Symantec\LiveUpdate です。

LiveUpdate の UNC サポート を実装するには

1 新しい Liveupdt.hst ファ イルを作成して配布します。

2 ワークステーシ ョ ンに S32luhl1.dll を配布します。 このファ イルは
LiveUpdate Administration フォルダ （デフォル トは Program 
Files\LiveUpdate Administration） にあ り ます。

この DLL は LiveUpdate ク ラ イアン トのバージ ョ ンが 1.6x よ り古い場
合のみ必要です。

3 更新の取り込み用フォルダを作成します。

p.3-9の「LiveUpdate管理ユーティ リ ティのサイレン ト実行によるパッ
ケージの取り込み」 を参照して ください。

Windows NT サーバーに接続する Windows 9x/Me コンピュータには問題が
あ り ます。 Windows 9x/Me ユーザーにはリ ソースに対するアクセス権が
必要です。 NT のワークステーシ ョ ンとサーバーに UNC パスを使う こ と
はお勧めしません。
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所在地による TCP/IP
LAN 接続では LiveUpdate はホス ト ファ イルに指定されたユーザー名とパ
スワードを無視します。 すべてのユーザーがアクセスの権限を確認でき
るサーバー上に共有リ ソースを作成するこ とが対策になり ます。

ネッ ト ワーク上の UNC パスに接続するワークステーシ ョ ンがある場合、
ネッ ト ワークにログインしたユーザーにはネッ ト ワーク リ ソースに対す
るアクセス権が必要です。 ホス ト ファ イルに指定されたユーザー名とパ
スワードは無視されます。 Windows NT サーバーでの 1つの方法はすべて
のユーザーがアクセスの権限を確認できる共有リ ソース （NULL シェア）
を作成するこ とです。 NULL シェアの作成について詳し く は Microsoft
Windows NT サーバーのマニュアルを参照してく ださ い。

所在地による TCP/IP
単一のホス ト ファ イルに複数のホス ト エン ト リ を入れる場合または個々
のクライアン ト コンピュータが IP アドレスに基づいて異なるサーバーに
ログインするよ うにしたい場合、ホス ト ファ イル内で所在地による TCP/
IP を有効にする必要があ り ます。 そのためには有効なサブネッ ト とサブ
ネッ ト マス クの両方を入力する必要があ り ます。 そ うでない場合には両
方の設定にすべて 0 を入力します。

LiveUpdate はホス トエン ト リのサブネッ ト マスクをク ラ イアン ト ワーク
ステーシ ョ ンの IP アドレスに適用してから結果の IP アド レス と同じホス
トエン ト リのサブネッ トの照合を試みます。 マスク した IP アド レス とサ
ブネッ トが一致する と LiveUpdate は特定のホス ト を使ってそのホス トの
中で定義済みの LiveUpdate サーバーにアクセスします。

サブネッ トマスクを適用した IP アド レスが同じホス トエン ト リの中で定
義済みのサブネッ トに一致しないと LiveUpdate は次のホス トエン ト リに
進んで同じ処理を繰り返します。

サンプルホス ト設定

ク ラ イアン ト ワークステーシ ョ ンのサンプルホス ト設定を表 3-1 に示し
ます。

表 3-1 サンプルホスト設定

オプシ ョ ン 入力内容

ホス トエン ト リ URL/IP myserver.liveupdate.com

ホス トエン ト リサブネッ ト 155.64.159.0

ホス トエン ト リサブネッ ト マスク 255.255.255.0

ク ライアン ト ワークステーシ ョ ンの IP アドレス 155.64.159.20
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すべての接続オプシ ョ ンを利用可能にする設定
上のク ライアン ト ワークステーシ ョ ンの IP アドレスにこのサブネッ ト マ
スクを適用する と 155.64.159.0 になり ます。 これはホス トエン ト リのサ
ブネッ ト と照合されます。 これらの IP アド レスが同一なので LiveUpdate
はこのホス ト を使って指定された LiveUpdate サーバーに接続します。

ク ラ イアン ト ワークステーシ ョ ンの IP アドレスが155.64.155.80の場合に
上のサブネッ トマスクを適用する と （結果は 155.64.155.0 になって） サ
ブネッ ト と結果のマスク した IP アドレスは一致しないので、 LiveUpdate
は次のホス ト エン ト リ に進んで同じ処理を繰り返します。 一致するホス
トエン ト リが見つからないと LiveUpdate セッシ ョ ンは失敗します。 サブ
ネッ ト またはサブネッ ト マス クの情報が入っていないデフォルト のホス
ト エン ト リ をホス ト ファ イルの最後のエン ト リ と して登録しておく こ と
をお勧めします。

すべての接続オプシ ョ ンを利用可能にする設定
通常、S32luhl1.dll がワーク ステーショ ン上の LiveUpdate フォルダにある場
合には ［ネッ ト ワーク ］ が唯一の利用可能な接続オプショ ンです。最新版
の LiveUpdate ではすべての接続オプショ ンを利用可能にできます。これは
ラッ プト ッ プユーザーにと って実用的です。たと えば、ラッ プト ッ プ上の
ホスト ファ イルに社内の UNC パスのエント リ と シマンテッ ク 社の FTP
サーバーやモデムサーバーのエント リ が入っているよう な場合です。

すべての接続オプシ ョ ンを利用可能にするには

◆ 次のレジス ト リに All Transports Available という名前のエン ト リ （種類
は DWORD） を追加します。

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Symantec\LiveUpdate\Preference

このエン ト リ を 0 にしたと きに LiveUpdate フォルダに S32luhl1.dll が存在
する と、 ［ネッ ト ワーク］ オプシ ョ ンのみが利用可能です。

このエン ト リ を 0 以外にしたと きに LiveUpdate フォルダに S32luhl1.dll が
存在する と、 すべての接続オプシ ョ ンが利用可能です。

LiveUpdate ク ライアン トのバージ ョ ンが1.5xでは、LiveUpdate フォルダに
S32luhl1.dll が存在しない場合には ［インターネッ ト ］ オプシ ョ ンのみが
利用可能です。
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LiveUpdate 管理ユーテ ィ リテ ィの更新
LiveUpdate 管理ユーティ リテ ィのサイレン ト実行に
よるパッケージの取り込み

LiveUpdate 管理ユーティ リ テ ィ をサイレン ト実行する と スケジュール設
定した LiveUpdate 管理ユーティ リ ティセッシ ョ ンでユーザーの操作なし
で必要なすべてのパッケージを自動的に取り込めます。

LiveUpdate 管理ユーテ ィ リ テ ィ をサイレン ト 実行するには、 その前に
LiveUpdate 管理ユーティ リ ティ を実行してサポートする製品、 言語、 ダ
ウンロードフォルダを選択する必要があ り ます。LiveUpdate管理ユーティ
リ テ ィのサイレン ト実行が終了する と設定が保存され、 以降のサイレン
ト実行のたびにその設定が使われます。

LiveUpdate 管理ユーテ ィ リテ ィのサイレン ト実行によりパッケージ
を自動的に取り込むには

◆ 次のいずれかの操作をします。

■ SilntLuA.exe を実行します。

デフ ォル ト ではこのプロ グ ラ ムは \Program Files\LiveUpdate
Administration\ にあ り ます。

■ LuAdmin.exe /SILENT を実行します。

LiveUpdate 管理ユーティ リテ ィの更新
LiveUpdate 管理ユーティ リ ティは自己を更新できます。 LiveUpdate 管理
ユーテ ィ リ テ ィ はパッ ケージのダウン ロード を完了する と自動的に
LiveUpdate 管理ユーティ リ テ ィの新しい更新ファ イルがあるかど うかを
調べます。

LiveUpdate 管理ユーティ リテ ィ を更新するには

1 LiveUpdate 管理ユーティ リ テ ィを実行します。

2 ツールメニューで ［LiveUpdate 管理ユーティ リ ティの更新 (U)］ を選
択します。

3 ［LiveUpdate］ ダイアログボッ クスで ［次へ (N)］ をク リ ッ ク して、 ど
の更新ファイルがあるかを確認します。

4 ［完了］ をク リ ッ ク して更新を完了します。

メモ : LiveUpdate 管理ユーティ リ ティは自己の更新ファイルを取り込ん
でインス トールする間は一時的にシャ ッ ト ダウンします。
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カスタム LiveUpdate パッケージの使い方
LiveUpdate クライアン トの更新
最新の LiveUpdate ク ラ イアン トセッ ト アップファ イルは次のいずれかの
方法でダウンロードできます。

■ 次に示すシマンテッ ク社の Webサイ トから Lusetup.exe をダウンロー
ド します。

http://www.symantec.com/region/jp/support/
download.html

■ LiveUpdate管理ユーティ リ ティ を使ってク ライアント をダウンロード
します。

社内 LiveUpdate サーバーにダウンロードする と LiveUpdate ク ラ イア
ン ト が各自のワークステーシ ョ ンを社内サーバーから直接更新でき
ます。

手動でインス トーラを実行する と きはサイレン ト実行できます。 サイレ
ン ト実行するにはコマンド Lusetup /s /a /q を使います。

メモ : 1.6x よ り前のバージ ョ ンで LiveUpdate インス トーラをサイレン ト
実行するにはコマンド Lusetup /s を使います。

Lusetup によ る インス ト ールのログフ ァ イルを作成するにはコマン ド
Lusetup /a /logを使います。これによ り Luinstall.log という名前のログファ
イルが Windows フォルダに作成されます。

インス トーラに入っている LiveUpdate のバージ ョ ンを確認するには次の
サイ トで入手可能な Lusetup.txt に表示される日付を調べます。

http://www.symantec.com/region/jp/support/
download.html

カスタム LiveUpdate パッケージの使い方
シマンテッ ク社のテクニカルサポー ト またはシマンテッ ク ・ セキュ リ
ティ ・ レスポンス （Symantec Security Response） は必要に応じてユーザー
にカスタム更新ファ イルを提供します。 通常、 この更新ファ イル （.trx）
はシマンテッ ク製品を使うユーザーの特別な状況または特定の要求に対
処するために使います。 たとえば、 新種のウイルスを検出して除去する
ウイルス定義が LiveUpdate 実働サーバーにまだ用意されていな くても、
更新ファイルには入っているこ とがあ り ます。

LiveUpdate 管理ユーティ リ テ ィ をインス トールしてあるコンピュータに
.trx ファ イルをコピーします。 カスタム更新ファ イルを受信したらその
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カスタム LiveUpdate パッケージの使い方
ファ イルを LiveUpdate 定義の最新の更新ファイルにマージします。 次回
ク ライアン トが LiveUpdate を実行したと きにマージ済み更新ファイルが
配信されます。

カスタム LiveUpdate パッケージを使うには

1 LiveUpdate 管理ユーティ リ テ ィを実行します。

2 左ペインで ［カスタム更新］ をク リ ッ ク します。

3 ［カスタム更新の場所 (L)］ テキス トボッ クスにシマンテッ ク社から受
信したカスタム更新ファ イルがあるコンピュータ上の場所を入力し
ます。

4 ［マージ (M)］ をク リ ッ ク します。

LiveUpdate 管理ユーテ ィ リ テ ィはカス タム更新フ ァ イルと最新の
LiveUpdate ウイルス定義の日付を比較して必要に応じてファ イルを
マージします。 ［カスタム更新をアクテ ィブにする (U)］ ボッ ク スに
LiveUpdate 管理ユーティ リ テ ィが適用する最新のカスタム更新ファ
イルのリ ス トが示されます。

5 必要がな くなったカスタム更新ファ イルを自動的に削除したい場合
には ［古いカスタム更新ファイルを自動的に削除する (A)］ にチェ ッ
クマークを付けます。

LiveUpdate 管理ユーティ リ ティは LiveUpdate サーバーからの LiveUpdate
ウイルス定義ファ イルのダウンロード時に日付を比較して古いカスタム
更新パッケージを削除します。
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LiveUpdate 管理ユーテ ィ リテ ィのログファイルの使い方
LiveUpdate 管理ユーティ リテ ィのログファイルの使
い方

LiveUpdate 管理ユーティ リ テ ィにはイベン ト ログがあ り ます。 このログ
には次のよ う なイベン トが記録されます。

■ 取り込み処理 （サイレン ト更新など）

■ カスタム更新ファイルのマージ

■ ホス ト ファ イルの暗号化と解読

LiveUpdate 管理ユーティ リテ ィのログファイルを使う

ログファ イルのイベン トは表示または削除できます。

LiveUpdate 管理ユーティ リテ ィのログファイルを表示するには

1 LiveUpdate 管理ユーティ リ テ ィを実行します。

2 左ペインで ［ログファ イル］ をク リ ッ ク します。

3 ［種類によるフ ィルタ］ と ［状態によるフ ィルタ］ でイベン ト を限定
するために適切なチェッ クボッ クスにチェッ クマークを付けます。

LiveUpdate 管理ユーティ リテ ィのログファイルを削除するには

1 LiveUpdate 管理ユーティ リ テ ィを実行します。

2 左ペインで ［ログファ イル］ をク リ ッ ク します。
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LiveUpdate 管理ユーティ リテ ィのログファイルの使い方
3 右ペインで次のいずれかの操作をします。

■ ［LiveUpdate管理ユーティ リ ティ ログ］で削除したい 1つ以上のイ
ベン ト を選択し、 ［削除 (R)］ をク リ ッ ク してから ［OK］ をク リ ッ
ク します。

■ ［削除 (R)］ をク リ ッ ク し、 すべてのイベン ト を削除するか、 種類
または状態に基づいてイベン ト を削除するかを選択してから
［OK］ をク リ ッ ク します。

種類または状態に基づいてイベン トを削除するには

1 LiveUpdate 管理ユーティ リ テ ィを実行します。

2 左ペインで ［ログファ イル］ をク リ ッ ク します。

3 右ペインで ［削除 (R)］ をク リ ッ ク します。

4 ログエン ト リの削除ウ ィンド ウで ［選択した種類または状態 (P)］ を
選択します。

5 削除するエン ト リの種類と状態のチェ ッ クボッ ク スにチェ ッ クマー
クを付けます。

6 ［OK］ をク リ ッ ク します。
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SSC での LiveUpdate 管理
ユーティ リテ ィの使い方

この章では次の項目について説明します。

■ SSC で使う ためのホス ト ファ イルの設定

■ SSC からの NetWare サーバーの設定

■ 管理外ク ライアン トのためのホス ト ファ イルの設定

■ コマンド ラ インまたはスケジューラからの LiveUpdate の実行

SSC で使うためのホスト ファイルの設定
管理クライアン ト と SAVCE NT/2000サーバーはSSC（Smantec System Center
の略）の LiveUpdate 設定を自動的に受信できます。これは社内 LiveUpdate
サーバーに接続して更新ファ イルをダウンロードできる よ う にします。
ホス ト ファ イルを設定した後は新しい Grc.dat を生成し、定時更新を実行
するために LiveUpdate を有効にする必要があ り ます。

SSC で使うためのホスト ファイルを設定するには

1 SSC を開きます。

2 次のいずれかの操作をします。

■ 親サーバーを右ク リ ッ ク してから ［すべてのタスク (K)］ を選択
します。

■ サーバーグループフォルダを右ク リ ッ ク してから ［すべてのタス
ク (K)］、 ［LiveUpdate］、 ［設定］ の順に選択します。

これはサーバーグループの中のすべてのサーバーと ク ラ イアント
にホスト ファ イルを設定し、同じ設定を共有できるよ う にします。
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SSC で使うためのホスト ファイルの設定
3 ［LiveUpdate］ ページで ［社内 LiveUpdate サーバー (I)］ を選択します。

4 サーバーの名前を入力します。

［説明］ のフ ィールドは省略可能です。 ［ログイン］ の ［名前］ フ ィー
ルド と ［パスワード］ フ ィールドは FTP サーバーまたは HTTP サー
バーにのみ使われ、 共有フォルダには使われません。 FTP サーバーま
たはHTTPサーバーを使っている場合には適切なデータを入力します。

5 ［接続］ で共有フォルダの UNC パスを入力するか、FTP サーバーまた
は HTTP サーバーの URL または IP アドレスを入力します。

6 ［種類］ で次のいずれかを選択します。

■ ［FTP］

■ ［HTTP］

■ ［LAN］

7 必要に応じて ［グループ外のクライアン トに属性を適用する (C)］ の
チェ ッ クマークをはずします。

8 ［適用 (A)］ をク リ ッ ク します。

9 ［OK］ をク リ ッ ク します。

10 複数の親サーバーがある場合には各ステップがサーバーグループレ
ベルで実行されない限り、すべてのク ライアン ト とサーバーが変更を
受信するよ うに親サーバーごとにステップ 1 ～ 9 を繰り返します。

場合によってはク ラ イアン トが変更を受信する前に新しいバージ ョ ンの
設定ファイル （Grc.dat） を生成する必要があ り ます。

新しい Grc.dat ファイルを生成するには

◆ 次のいずれかの操作をします。

■ SSC 内でク ライアン ト リ アルタイム保護オプシ ョ ンを変更して
から ［すべてを リセッ ト (S)］ をク リ ッ ク し、 オプシ ョ ンを元の
設定に変更できます。

■ サーバーのウイルス定義を更新します。

■ 親サーバーで Symantec AntiVirus Server サービスを停止してから
再開します。NetWare サーバーの場合は Vpstart.nlm をロード解除
してから再ロード します。

SSC からのクライアン ト更新の有効化とスケジュール設定

新しいホス ト ファイルを作成して新しいGrc.datを生成した後はクライアン
トの定時更新を実行するために LiveUpdate を有効にする必要があり ます。
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SSC からの NetWare サーバーの設定
クライアン ト更新を有効にしてスケジュール設定するには

1 親サーバーを右ク リ ッ ク してから ［すべてのタスク (K)］、 ［Symantec 
AntiVirus］、 ［ウ イルス定義ファイルマネージャ］ の順に選択します。

2 ［ク ラ イアン トがウイルス定義の更新版を取得する方法］ で ［親サー
バーからのウイルス定義の更新 (P)］のチェ ッ クマークをはずします。

3 ［LiveUpdate を使ってク ライアン トの自動更新をスケジュール設定す
る (L)］ にチェッ クマークを付けます。

4 頻度と時刻を指定するために ［スケジュール (H)］ をク リ ッ ク します。

5 変更内容を保存してウイルス定義ファ イルマネージャを終了するた
めに ［OK］ をク リ ッ ク します。

SSC からの NetWare サーバーの設定
LiveUpdate管理ユーティ リ ティは NetWare SAVCE サーバー用の更新版は
取り込みません。FTPサーバーのためのこれらの更新ファイルを次の FTP
サイ トからダウンロードできます。

ftp://ftp.symantec.com/public/english_us_canada/
antivirus_definitions/norton_antivirus/vpcur.lst

ftp://ftp.symantec.com/public/english_us_canada/
antivirus_definitions/norton_antivirus/navup.exe

同じファ イルは次のサイ トにも用意されています。

ftp://ftp.symantec.com/public/english_us_canada/
antivirus_definitions/norton_antivirus_corp/
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管理外クライアン トのためのホスト ファイルの設定
SSC から NetWare サーバーを設定するには

1 NetWare サーバーを右ク リ ッ ク してから ［すべてのタスク (K)］、
［Symantec AntiVirus］、 ［ウイルス定義ファイルマネージャ］ の順に
選択します。

2 ［設定 (R)］ をク リ ッ ク します。

3 ［更新元 (S)］ をク リ ッ ク します。

4 リ ス ト ボッ ク スから ［LiveUpdate(Win32)/FTP(NetWare)］ を選択し
ます。

5 ［設定 (C)］ をク リ ッ ク します。

6 FTP の設定ウ ィ ンド ウで社内 LiveUpdate サーバーにアクセスするた
めに必要な FTP 情報を入力します。

7 変更内容を保存してウイルス定義ファ イルマネージャを終了するた
めに ［OK］ をク リ ッ ク します。

メモ : NetWareサーバーが社内LiveUpdateサーバーから定義をダウンロー
ドするには正し く TCP/IP と FTP を使う よ うに NetWare サーバーを設定
する必要があ り ます。

管理外クライアン トのためのホスト ファイルの設定
管理外ク ライアン トがある場合または SSC を使っていない場合には新し
いホス ト ファ イルを作成してそれをク ラ イアン トに配布する必要があ り
ます。

管理外クライアン トのためのホスト ファイルを設定するには

1 LiveUpdate 管理ユーティ リ テ ィを実行します。

2 左ペインで ［ホス ト ファ イルエディ タ］ をク リ ッ ク します。

3 ファ イルメニューで ［新規作成 (N)］ を選択します。

4 サーバーの情報を入力します。

［説明 (P)］ のフ ィールドは省略可能です。 ［ログイン (L)］ の ［名前］
フ ィールド と ［パスワード］ フ ィールドは FTP サーバーまたは HTTP
サーバーにのみ使われ、 共有フォルダには使われません。 FTP サー
バーまたはHTTPサーバーを使っている場合には適切なデータを入力
します。
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コマンド ラインまたはスケジューラからの LiveUpdate の実行
5 ［接続］ で共有フォルダの UNC パスを入力するか、FTP サーバーまた
は HTTP サーバーの URL または IP アドレスを入力します。

6 ［種類］ で次のいずれかを選択します。

■ ［LAN］

■ ［FTP］

■ ［HTTP］

7 ファ イルメニューで ［名前を付けて保存 (A)］ を選択します。

8 ファ イル名に Liveupdt.hst と入力します。

ファイルはデスク ト ップまたは簡単に見つけられる場所に保存します。

Liveupdt.hst ファ イルを LiveUpdate 管理ユーティ リ ティ コンピュー
タ上の \Program Files\Symantec\Liveupdate フォルダには保存しない
でください。

9 作成した Liveupdt.hst ファ イルを各ク ライアン ト上の C:\Program 
Files\Symantec\LiveUpdate フォルダにコピーします。

10 まだ存在しなければ S32luhl1.dll ファ イルをすべてのク ライアン ト上
で同じフォルダにコピーします。

このファ イルは LiveUpdate 管理ユーティ リ ティがインス トールされ
たコンピュータのフォルダにあ り ます。

デフォルトは C:\Program Files\LiveUpdate Administration です。

ただし、LiveUpdate ク ラ イアン トのバージ ョ ンが 1.6x 以降の場合、こ
のファ イルをコピーする必要はあ り ません。

LiveUpdate はクライアン ト コンピュータ上で起動する と社内の
LiveUpdate サーバーから更新版を取り込みます。

コ マ ン ド ラ イ ン ま た は ス ケ ジ ュ ー ラ か ら の
LiveUpdate の実行

Symantec AntiVirus Corporate Edition 8.0 ク ラ イアン トのサイレン ト
LiveUpdate セッシ ョ ンは Windows NT/2000/XP でコマンド ラインまたは
スケジューラから実行できます。

コマンド ラインまたはスケジューラから LiveUpdate を実行するには

◆ 次のパラ メータを付けて vpdn_lu.exe と入力します。

■ /s サイレン ト モードでウ イルス定義と製品の更新
ファ イルを取り込みます。

■ /fUpdate 製品の更新ファイルを除外します。
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コマンド ラインまたはスケジューラからの LiveUpdate の実行
■ /fVirusDef ウイルス定義の更新ファ イルを除外します。

たとえば、 次のよ うに入力します。

■ vpdn_lu.exe /fUpdate /s

ウイルス定義をサイレン トに取り込みます。

■ vpdn_lu.exe /fVirusdef /s

製品の更新ファイルをサイレン トに取り込みます。

■ vpdn_lu.exe /s

製品の更新ファイルと ウイルス定義をサイレン トに取り込みます。

メモ : LiveUpdateはサイレン トモードの実行時にはエラーメ ッセージを表
示しません。 LiveUpdate が失敗しても通知されません。



5

LiveUpdate 管理ユーティ
リテ ィのト ラブルシュー
ティング

この章では次の項目について説明します。

■ LiveUpdate ク ラ イアン トの設定ファイルの使い方

■ Corporate モードの設定について

■ LiveUpdate 1.7 パッケージの認証について

LiveUpdate クライアン トの設定ファイルの使い方
バージ ョ ン 1.6x 以降の LiveUpdate ク ラ イアン トの設定情報は Application
Data\Symantec\LiveUpdate フォルダの次のファイルにあ り ます。

■ Product.Catalog.LiveUpdate

■ Log.LiveUpdate

■ Settings.LiveUpdate

Product.Catalog.LiveUpdate、 Log.LiveUpdate、 Settings.LiveUpdate の各ファ
イルは 10 個までバッ クアップファ イルが維持されます。各ファイルは上
書きする と古いファ イルにバッ クアップの回数を示す番号が前に付いた
名前で保存されます。たとえば、2.Settings.LiveUpdateは Settings.LiveUpdate
ファ イルの 2 回目のバッ クアップファ イルです。 バッ クアップファ イル
の個数が 10 を越える と最も古いバッ クアップファ イルが削除されます。
維持するバッ クアップファ イルの個数は Settings.LiveUpdate ファ イルの
Preferences セクシ ョ ンで設定できます。
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LiveUpdate クライアン トの設定ファイルの使い方
これらのファ イルにある情報に基づいて LiveUpdate のダウンロードが失
敗した原因を調べたり、 LiveUpdate ク ラ イアン ト設定を検証した りでき
ます。

Downloads フォルダ

Application Data\Symantec\LiveUpdate\Downloadsフォルダにはダウンロード
したLiveUpdateパッケージが入っており、これらのパッケージは別々のフォ
ルダに圧縮解除されて適用されます。Livetri.zip と部分ダウンロードファイ
ルの場合を除いてこのフォルダは LiveUpdate セッショ ンが正常に終了する
たびに消去されます。

LiveUpdate セッシ ョ ンが正常に完了しなかった場合に LiveUpdate 接続で
HTTP を使っている と きは、このフォルダにある情報を使ってダウンロー
ドの再開を試みます。

Product.Catalog.LiveUpdate

Product.Catalog.LiveUpdate ファ イルはコンピュータにインス トールされ
ているシマンテッ ク製品と各製品の最新のパッチレベルを示すために
LiveUpdate の内部で使います。 このファ イルは編集しないでください。

Log.LiveUpdate

LiveUpdate を実行する と必ず Log.LiveUpdate とい う ログファ イルが作成
されます。 ログファ イルはト ラブルシューティングに役立てるために 10
個までバッ クアップファ イルが維持されます。ログファ イルは Application
Data\Symantec\LiveUpdate フォルダにあ り ます。各ログの最初にあるのは
実行中の LiveUpdate のバージ ョ ン と LiveUpdate を実行している コン
ピュータについての情報です。 ログ記録はデフォル トで有効です。 ログ
ファ イルは図 5-1 のよ うにメモ帳などのテキス トエディ タを使って開く
こ とができます。

図 5-1 Log.LiveUpdate ファイル
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LiveUpdate クライアン トの設定ファイルの使い方
Settings.LiveUpdate

Settings.LiveUpdate にはダウンロードの再開情報、 ホス トエン ト リ、 マー
ジインジケータなど、 すべての LiveUpdate 設定が入っています。 表 5-1
に設定可能なエン ト リ とその使い方の説明を示します。

表 5-1 Settings.LiveUpdate の設定

設定 説明

INSTALL_FOLDER LiveUpdate をインス トールした場所を示します。

SETTINGS_FILE Settings.LiveUpdate ファ イル （デフォルトでは
\Application Data\Symantec\LiveUpdate フォルダ）
の絶対パスです。

MERGE_FILE_LOCATION LiveUpdate.Settings.Merge ファ イルを検索する場所
の絶対パスです。 この設定には
LiveUpdate.Settings.Merge ファ イルを検索するフォ
ルダを指定するこ と も、 使いたい絶対パスとファ
イル名を指定するこ と もできます。 この設定が存
在しないか空の場合には INSTALL_FOLDER 設定の
値が示す場所でファイルが検索されます。
Settings.LiveUpdate ファ イルの通常のロード後に
LiveUpdate.Settings.Merge ファ イルが存在する とそ
の内容がデフォルト設定を上書きしてロード され
ます。 ロード後にこのマージファイルは削除され
ます。 設定を保存する とマージファイルの変更内
容がデフォルト設定と して保存されます。

MERGE_FILE_NO_DELETE マージフ ァ イルを処理後に削除するかど う かを制
御します。 デフォルトでは （この設定が存在しない
か空の場合に） マージファイルは見つかってロード
される とその後で削除されます。 このプロパティを
空以外の値に設定する と フ ァ イルはロード後に削
除されません。 こ うする と、 設定が指しているネッ
ト ワーク上の共有ファイルをLiveUpdateの実行のた
びにすべてのユーザーが全般設定のマージフ ァ イ
ルと して使う場合に役立ちます。
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LiveUpdate クライアン トの設定ファイルの使い方
NEW_HOSTS_LOCATION テキス ト設定形式のホス ト仕様が入っているファ イ
ルの絶対パスまたはLiveUpdate.Settings.Hostsとい う
（テキス ト設定形式のホス ト仕様が入っている） ファ
イルを検索するフォルダのパスです。 このプロパ
ティが存在しないか空の場合には INSTALL_FOLDER
が示す場所でLiveUpdate.Settings.Hostsファ イルが検
索されます。 設定が通常どおり ロード された後でこ
のフ ァ イルがあるかど う かが検査されます。 この
ファ イルが見つかる と既存のホス トは設定から削除
され、 新しいホス ト ファ イルの内容がホス ト仕様と
してロード されます。

NEW_HOSTS_NO_DELETE 新しいホス ト フ ァ イルを処理後に削除するかど う
かを制御します。 デフォルトでは （この設定が存在
しないか空の場合に） ホス ト ファ イルは見つかって
ロード される とその後で削除されます。 このプロパ
テ ィ を空以外の値に設定する と フ ァ イルはロード
後に削除されません。 こ うする と、 設定が指してい
るネッ ト ワーク上の共有ファイルをLiveUpdateの実
行のたびにすべてのユーザーが全般の新しいホス
ト ファ イルと して使う場合に役立ちます。

PRODUCT_CATALOG_FILE Product.Catalog.LiveUpdate ファ イル （デフォルトで
は\Application Data\Symantec\LiveUpdate フォルダ）
の絶対パスです。

PER_USER_FOLDER Shfolder.dllから戻ったと きのPer Userフォルダです。

PER_USER_ROAMING_FOL
DER

Shfolder.dll から戻ったと きの Per User Roaming フォ
ルダです。

PER_MACHINE_FOLDER Shfolder.dll から戻ったと きの Per Machine フォルダ
です。 このフォルダの場所はインス トールされてい
るオペレーティングシステムによって異なり ます。

表 5-1 Settings.LiveUpdate の設定

設定 説明



5-5第 5 章　 LiveUpdate 管理ユーテ ィ リテ ィのト ラブルシューテ ィ ング

LiveUpdate クライアン トの設定ファイルの使い方
DOWNLOADS ダウンロードの再開情報を格納します。 HTTP を
使ってダウ ン ロー ド し た各フ ァ イルはそのオブ
ジェク ト名に従った設定をこ こで取得し、 その後に
設定名が続きます。 Livetri.zip ファ イルは新しいダ
ウンロードが必要かど う かの確認のために必ず検
査されるので、 その設定がこのキーの下に常にあ り
ます。 その他のファイル情報はファイルが正常にダ
ウンロード されるまで維持されます。 正常にダウン
ロードできない場合にはこの情報をダウンロード
の再開に使えますが、 更新ファイルをダウンロード
するために使うプロ ト コルが HTTP の場合にのみ利
用可能です。 DOWNLOADS エン ト リ の例を次に示
します。

DOWNLOADS\LIVETRI.ZIP\CONTENT-
LENGTH=676DOWNLOADS\LIVETRI.ZIP\LAST-
MODIFIED=Tue, 28 Dec 1999 04:44:04 
GMTDOWNLOADS\LIVETRI.ZIP\LOCALPATH=C:\
WINNT\Profiles\All Users\Application 
Data\Symantec\LiveUpdate\Downloads\livetri.zipDO
WNLOADS\LIVETRI.ZIP\SERVER=ussm-
greendude.symantec.comDOWNLOADS\LIVETRI.ZIP
\SERVERPATH=/liveupdate2/
livetri.zipDOWNLOADS\LIVETRI.ZIP\STATUS=Com
plete

PREFERENCES 一般設定です。

WORKINGDIRECTORY ダウ ン ロード の再開と フ ァ イルの通常のダウ ン
ロードのと きに一時フ ァ イルを格納する場所を指
定します。

USEPASSIVEFTPMODE LiveUpdate をパッシブ FTP モード （新規インス トー
ルのデフォルト設定） に切り替えます。 一部のファ
イアウォール設定ではパッシブ FTP の方がう ま く処
理できます。 この値が 0 以外の場合には LiveUpdate
はパッシブ FTP を使います。 この値が 0 か存在しな
い場合にはLiveUpdateはアクティブFTPを使います。

表 5-1 Settings.LiveUpdate の設定

設定 説明
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LiveUpdate クライアン トの設定ファイルの使い方
ALL TRANSPORTS
AVAILABLE

LAN HAL DLL が存在する場合に LAN/UNC ホス ト
を許可するためだけにデフォル ト ルールを無効に
できるよ うにします。 LAN HAL はも う存在しませ
ん。 旧バージ ョ ンからの変換時に以前の LAN HAL
が検出される と PREFERENCES_LAN_HAL_PRESENT
設定が作成されます。この設定の値は偽の場合は 0、
真の場合は 1 です。

LAN_HAL_PRESENT この設定は旧バージ ョ ンのLiveUpdateからの変換時
にインス トール中に作成されます。 企業環境で古い
バージ ョ ンの LuAdmin を使 う ク ラ イアン ト コ ン
ピュータに配布した LAN HAL が検出された場合も
作成されます。 S32luhl1.dll がインス トールフォルダ
で見つかる と この設定が作成されます。 検査対象は
空以外の値なのでこの設定の値は重要ではあ り ま
せん。

NON_SYMANTEC_HOST この設定はプロパティ IS_SYMANTEC=NO を含むホス
トエン ト リが 1 つでもあれば作成されます。 ホス ト
情報が （任意のロード元から） ロード される と必ず
こ の設定が検査 さ れ ま す。 こ の設定を使っ て
Corporate モードを検出します。

LOGEVENTS 0 以外の場合には PREFERENCES_LOG_FILE_NAME
設定が示すファ イルにイベン ト のログが記録され
ます。

LOG_BACKUPCOUNT 0 以外の場合には順繰りに維持されるログファ イル
のバッ クアップの個数を指定します。 新しいログ
フ ァ イルを作成するたびに既存のログファ イルの
番号が増えていき、 最も古いログファイル （番号が
最も大きいファイル） が削除されます。 デフォルト
は 10 です。

PRODUCT_CATALOG_BA
CKUPCOUNT

0 以外の場合には順繰りに維持される
Product.Catalog.LiveUpdate ファ イルのバッ クアッ
プの個数を指定します。 新しい
Product.Catalog.LiveUpdate ファ イルを保存するた
びに既存のバッ クアップファイルの番号が増えて
いき、 最も古いバッ クアップファイル （番号が最
も大きいファイル） が削除されます。 デフォルト
は 10 です。

表 5-1 Settings.LiveUpdate の設定

設定 説明
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LiveUpdate クライアン トの設定ファイルの使い方
SETTINGS_FILE_BACKUPC
OUNT

0 以外の場合には順繰りに維持される
Settings.LiveUpdate ファ イルのバッ クアップの個数
を指定します。 新しい Settings.LiveUpdate ファ イル
を保存するたびに既存のバッ クアップファイルの
番号が増えていき、 最も古いバッ クアップファイ
ル （番号が最も大きいファイル） が削除されます。
デフォルトは 10 です。

LOG_FILE_NAME ログファ イルの絶対パスです。 LOGEVENTS がオン
の場合にはこのプロパテ ィの値が示すファ イルに
イベン トのログが記録されます。 LOGEVENTS がオ
ンの場合にこのプロパテ ィ を設定しないとそのデ
フォルト値が PER_MACHINE_FOLDER をパスと して
Log.LiveUpdate に設定されます。 フ ァ イルはセッ
シ ョ ンごとに上書きされます。

INTERNET CONNECTION RAS （Remote Access Server の略） の特性を決定しま
す。 値は数値 （DWORD） です。 値が 0 の場合には
IE 設定に従います。 たとえば、 IE が RAS を使う設
定であれば RAS を使います。値が 2 の場合には RAS
設定で指定したLiveUpdate専用の設定にサイレン ト
にダイヤルします。

UIRUNONCE 初めてユーザーインターフェースを実行する と き
にユーザーはRAS とプロキシの接続設定を表示でき
ます。 接続設定ウ ィンド ウを再表示するにはこの値
を 0 に設定します。

CORPORATE_MODE LuAdmin 環境が検出される と Corporate モードの環
境設定が指定されます。 CORPORATE_MODE の文
字列が存在して空以外の値に設定されている場合
には Corporate モードが示されます。 この文字列が
存在しないか空の値に設定されている場合には
Corporate モードは使いません。 Corporate モードが
該当するのは LAN HAL が存在する場合またはシマ
ンテッ ク社以外のホス トエン ト リが存在する場合
です。 これらの 2 つの条件を示す個別の設定があ
り、 代わりにその設定を使う こ とがあ り ます。 こ
の時点でこれらの条件が 1つでも真であれば
Corporate モードが自動的に設定されます。 これに
よって URL=Tri エン ト リのプロパティに従うべき
かど うかを決定します。 Corporate モードであれば
CORPORATE_ALLOWED_URL_HOSTS がアクティブ
な場合を除いてこのプロパティに従いません。

表 5-1 Settings.LiveUpdate の設定

設定 説明
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LiveUpdate クライアン トの設定ファイルの使い方
CORPORATE_ALLOWED_
URL_HOSTS

Corporate モードがアクティブな場合に URL ホス ト
が接続できるかど うかを設定します。 LAN、 HTTP、
FTP の文字列の 1 つ以上を指定できます。複数の文
字列を指定する場合にはカンマで区切り ます。

SELECTEDRAS RAS_USE_IE_RAS が存在して空以外の値に設定され
ている場合にはカスタム RAS 設定は無視されます。
RAS_USE_IE_RAS が存在しないか空の値に設定され
ている場合にはRAS_SELECTEDRASが示すカスタム
RAS 設定を使います。

USERNAME

PASSWORD

特定の RAS のユーザー名とパスワードのプロパ
ティ名を PREFERENCES\RAS\<RAS 名
>\USERNAME:ENC と PREFERENCES\RAS\<RAS 名
>\PASSWORD:ENC で作成する必要があ り ます。
<RAS 名 > はユーザー名とパスワードを適用する
RAS エン ト リ を説明する名前を表します。

USE_HTTP_PROXY

USE_FTP_PROXY

設定する とプロキシをアクティブにできます。

USE_IE_PROXY IEコン ト ロールパネルで指定したプロキシ設定があ
ればUSE_IE_PROXYによ り LiveUpdateがその設定を
使います。 これは新規コンピュータでのデフォルト
です。

AUTHORIZATION PREFERENCES\PROXY\AUTHORIZATION 設定の
値は FTP 転送の InternetOpenUrl() 要求で送信され
る HTTP プロキシ認定ヘッダーで使います。 プロ
キシ認定ヘッダーは proxy-authorization: scheme 
login:password という書式です。 scheme は Basic、
NTLM などで login:password は UUEncoded です。

HTTPAUTHORIZATION PREFERENCES\PROXY\HTTPAUTHORIZATION は
HTTP プロキシ認定ヘッダーを除いて
PREFERENCES\PROXY\AUTHORIZATION と同様
に使います。

HOSTS ホス ト ファ イル情報です。

NUM_HOSTS 登録するホス トエン ト リの数を示します。

NAME 表示目的に使い、 接続をどのホス トに試みているか
を示します。

表 5-1 Settings.LiveUpdate の設定

設定 説明
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LiveUpdate クライアン トの設定ファイルの使い方
メモ : LAN HAL（S32luhl1.dll）はUNCパスを使う特定の場所から LiveUpdate
がファイルを取り込むための古いファイル転送方法です。 NT のワークス
テーシ ョ ンとサーバー用にはこの方法を使わないでください。 Norton プ
ログラムスケジューラを使う場合、 すべてのユーザーがアクセスの権限
を確認できる NT サーバー上の共有リ ソース（NULL シェア）に LiveUpdate
ファ イルがない限り LiveUpdate は UNC パスに接続できません。

TYPE FTP、HTTP、LAN のいずれかです。モデムはサポー
ト されな く なったのでモデムエン ト リ は無視され
ます。

ACCESS 通常は URL でプロ ト コル指定よ り後の部分を示し
ます。 たとえば、 完全修飾 URL が ftp://
update.symantec.com/liveupdate の FTP ホス トの場
合には Access プロパティの値は
update.symantec.com/liveupdate になり、 Access2 プ
ロパティの値は ftp://update.symantec.com/
liveupdate になり ます。

ACCESS2 常にホス トの完全修飾 URL を示します。

LOGIN:ENC

PASSWORD:ENC

接続に使う ログイン とパスワードがあればそれを
示します。

SUBNETSUBNETMASK ホス ト を選択する と きは現在の IP アドレスがサブ
ネッ ト マスクでマスク され、 その結果が現在のホス
ト エン ト リ のサブネッ ト プロパテ ィの値と比較さ
れます。 一致した場合にはそのホス ト を使います。
一致しない場合にはそのホス ト をスキップします。
サブネッ ト とサブネッ ト マスクを両方と も 0 の値に
する とどの IP アドレス と も必ず一致します。

IS_SYMANTEC シマンテッ ク社のサーバーかど うかを決定します。
LuAdmin でパスワードを表示すべきかど うかを決定
する場合に最も重要です。

HOST_NUMBER ホス トの識別子です。

表 5-1 Settings.LiveUpdate の設定

設定 説明
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LiveUpdate 1.7 パッケージの認証について
Corporate モードの設定について
LiveUpdate 1.6以降を次の条件のいずれかを満たすコンピュータにインス
トールする と Corporate モード という状態がアクティブにな り ます。

■ カスタムホス ト ファイル （Liveupdt.hst） がコンピュータ上の LiveUpdate
プログラムファイルの場所で検出された

■ 1.6 よ り前のバージ ョ ンの LiveUpdate で使っていた LAN HAL
（S32luhl1.dll） が LiveUpdate プログラムファ イルの場所に存在する

Corporate モードでは LiveUpdate の動作が 2 つの点で変化します。第 1に、
ファ イルをダウンロードする と きにTRI ファ イルのURL=行を使おう と し
ません。 これによ りダウンロード時に LiveUpdate がファイアウォールの
通過 を 試み る 可能性が な く な り ま す。 こ の設定 を 変更す る には
Settings.LiveUpdate ファ イルのCORPORATE_ALLOWED_URL_HOSTS設定
を変更します。 次に例を示します。

CORPORATE_ALLOWED_URL_HOSTS=HTTP

第 2 に、 社内のエン ト リが失敗した場合に LiveUpdate はシマンテッ ク社
のホス トへの接続の試みを続行しません。この動作を変更して （サーバー
障害のと きなどに） すべてのホス トへのアクセスを許可するには次の設
定を Settings.LiveUpdate ファ イルに追加します。

ALL TRANSPORTS AVAILABLE=YES

この値を指定する と LiveUpdate は最初のホス トエン ト リへの接続の試み
を続行しますが、 接続に失敗した場合にはインターネッ ト接続経由でシ
マンテッ ク社のサーバーに接続します。これは企業のLiveUpdateサーバー
が常に利用可能とは限らない環境で役立ちます。

LiveUpdate 1.7 パッケージの認証について
LiveUpdate 1.6x と 1.7はLiveUpdateの内容をユーザーに配信する前にファ
イルの署名を調べるこ とによ りダウンロード処理を保全します。 さ らに
LiveUpdate 1.7 はダウンロード したパッケージを保全し ク ラ イアン ト、
サーバー、 ゲート ウェイのそれぞれに対して認証します。

新しい更新ファ イルごとに暗号署名が添付されており、 シマンテッ ク社
の保全サーバー上に格納されている専用キーを使ってこれに署名しま
す。 結果のデジタル署名は署名ファ イルに格納され、 署名ファ イルはカ
タログファ イルと と もに Livetri.zip ファ イルに圧縮されます。

認証検査のいずれかに失敗した場合には説明のエラーメ ッセージが表示
され、 活動がログファ イルに記録されます。 Windows NT コンピュータで
はエラーは NT イベン ト ログにも書き込まれます。
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LiveUpdate 1.7 パッケージの認証について
認証できないLiveUpdateパッ ケージをダウンロード した場合またはより 新
しい更新ファ イルが利用可能になったと きに複製エラーが起きた場合、図
5-2 のエラーメ ッ セージが表示されます。 この場合、 LiveUpdate の再実行
の前に 1時間から 2 時間待つ必要があり ます。

図 5-2 パッケージの認証エラー

TRI ファ イルを認証できない場合には図5-3のエラーメ ッセージが表示さ
れます。

図 5-3 TRI ファイルの認証エラー
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LiveUpdate 1.7 パッケージの認証について
LiveUpdateが壊れたカタログファイルをダウンロードした場合には図5-4の
エラーメ ッセージが表示されます。 ハードディ スクが一杯になっていない
こ と を確認して く ださい。 一杯になっていなければダウンロード時に
LiveUpdate サーバーが更新された可能性があ り ます。 1 時間待ってから
LiveUpdate を再実行してください。

図 5-4 壊れたカタログファイルのエラー
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